
２章 データの整理 

章末問題 
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⑴ 平均値は 
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よって，平均値 26(点) 
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より中央値は 10 番目と 11 番目の平均値である。 

10 番目と 11 番目の階級値はともに 25 点より中央値 25(点) 

度数分布表から最頻値 15(点) 

 

⑵ 階級値を x，度数を f で表すと次の表のようになる。 

 

⑴より， 26x  

 また，x
2の平均値 2x は 845
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 よって，分散 s
2は 16926845 22 s  

 したがって，標準偏差 s は 13169 s  
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 ⑴ 変量 x，u の平均値を x ， u とする。 

5.125  ux であるから 5.125  ux  
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 ⑵ 変量 x，u の標準偏差を sx，suとすると， 5.125  ux  より ux ss 5  

よって 
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よって 7.049.01.29.4 2 xs  

7.049.09.11.4 2 ys  

 ⑶ x，y の共分散 sxyは 
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 ⑷ ⑶より相関係数 r は 
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平均値  国語  6(点) 英語 5.5(点) 

標準偏差 国語 1.7(点) 英語 1.5(点) 

⑶ ⑵より 
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よって，相関係数は 90.0
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